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Ｂ  密度が一様であると仮定すると，バットの重心は B に近い場所にある。重心を支点として回転させると仮定する

と，Cの方が同じ力でも大きな力のモーメントが生まれるので Cの方が有利。 

Ｃ  ボールに正の電荷を与え，負の電荷の周りを等速円運動させる。この時，遠心力とクーロン力がつり合っているが，

質量以外の物理量は計測可能なので，等式より質量が算出できる。 
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(1)  0 A    (2)  Mを流れる電流：3.0 A，  C1に蓄えられた電気量：1.1×10－3 C (1080 µC) 

(3)  1.2×103 µC，Mから Nへ 

(4)  Nの電位：24 V，  C1に蓄えられている電荷：4.8×10－4 C(480 µC) 

C2に蓄えられている電荷：7.2×10－4 C(720 µC)，  生じたジュール熱：4.9×10－2 J (48600 µJ) 
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講評 

 

大問４題で論述もあるが，計算が大変なものもなく本大学の出題としてはやや易しいと感じる。それだけにミスは許さ

れない。合格は７割５分では確実とはいえない感じだが，物理が得意ならば９割越えを狙いたい。 

 

［１］動滑車が２重になっており、とまどった受験生もいるかもしれないが，計算が多少煩雑になっただけである。落

ち着いて対処したい。 

 

［２］ 

  [A] 壁との衝突はあるが単純な放物運動で，満点も狙えるだろう。 

  [B] モーメントの問題で，特に問題点はない。 

  [C] 多少考えにくいが、運動量保存に気がつけばよい。 

    [B][C] はしっかり内容を記すことが大切で，名文である必要は無い。 

 

［３］直流回路，コンデンサーの問題で，どの問題集にもあるタイプのものである。 

 

［４］よくある光ファイバーの問題と同一問題である。 

 

［３］［４］は焦らずきちんと計算を記すことで，ミスを防ぎたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


